















遂ひてもて移徙す。頗る北荻の俗に類たり。男は皆弓馬を使へ、狩猟をも 事と為す。或は双剣を跳らせて七丸を弄び、或は木人を舞はせて桃梗を闘はす。生ける人の態を能くすること 殆に魚竜蔓蜒の戯に近し。沙石を変じて金銭と為し、草木を化して鳥獣と為し、能く人の目を□ 女は愁眉・啼粧・折腰歩・齲歯咲を為し、朱を施し粉を傳け、倡歌淫楽して、もて妖媚を求む。父母夫聟は誡□せず
**。
と『傀儡子記』に描写したのは、大江匡房（一〇四一〜一一一一）であり、 晩年の作とされている。十一世紀に生きた藤原頼通 （九九二〜一〇七四）も、 「傀儡子は、素より往来頻りにて、万里の間に、居も尚新たにす」と詠っている
**。十一世紀には、家を構え定着して居
住するのではなく 諸国を移動しつつ生活していた。　『傀儡子記』からは、傀儡子集団は主として狩猟生活を営んでいること、二本の剣をお手玉にしたり七つの玉投げなどの芸、 「魚竜蔓
















































「傀儡のこととり」とは、傀儡回しの長であり、 『枕草子』の前後関係から詳細に分析すると、年の始めに 顕富家を訪れて、人形を廻しなが 、めでたい寿言を唱え、言霊の幸を予祝する十数人で構成された傀儡集団が想定できる、とされている
***。この場合は、




日、 「傀儡子ノ者共多ク館ニ来テ」 「歌ヲ詠ヒ、笛ヲ吹キ、オモシロク遊ブ」 。これを聞いた目代は、文書に押す印を傀儡子の拍子に合わせて 三度拍子ニ印ヲ指ス」 。傀儡子たちは怪しがって、ますます詠い叩き、 「急ニ詠ヒ早ス。其ノ時ニ、此ノ目代 太ク辛ビタル音ヲ打出シテ、傀儡子ノ歌ニ加ヘテ詠フ 音楽を聴き、思わず昔の事を思い出し、詠ってしまったのである はたと気がついた本人は、 恥ずかしがってその場から逃げ出したが、 守は「傀儡子目代」と名付けた。 「少シオボエ下リ ケレドモ、守糸惜ガリテ、尚仕ヒケ
リ
***」 。この説話では傀儡集団が笛や太鼓で拍子を





































資房たち一行の年齢を考慮すると頼通の壮年の作と推察されるので、 が傀儡女に出会った頃と考えてよかろう。天下を頻りに往来し万里の間に居所を新たにしつつ、宿所を定めて山川のうるわしい夜に歌うこともあり、 「華洛」で評判の傀儡女がいたことがうかがえる。桂別業に「来た」傀儡女 ちだったのかもしれな 。　『本朝無題詩』には、頼通の他に藤原敦光（一〇六二〜一一四四） 、 藤原基俊（一〇五六〜一一四二） 、 藤原実光（一〇六九〜一 四七）等の生没年が判明する貴族の を詠んだ漢詩が載っているので、十一世紀後期には、貴族 ちとの交流が多かった事が明らかになる。いっぽう、漢詩 むしろ十世紀から十一世紀前期の方が盛んだったとされるが 傀儡女を詠う は頼通作が最初であることか 、傀儡女が貴族と交流するようになる 、十一世紀中期頃からと考えてよいと思われる。　では、傀儡女たちはどこに居たのか。 『傀儡子記』には、 「東は













と詠っている（ 『本朝無題詩』 ） 。三河国赤坂 も傀儡女がいたことが判明する。東海道の宿駅
***、近江国の鏡、美濃国の青墓・赤坂




「丹波国傀儡女、容貌皆醜し。故にいわく」と説明している（ 『本朝無題詩』 ） 。 『傀儡子記』には 山陽は播州、山陰は馬州等の党」とあり、但馬が見えるから、山陰道の宿駅にも傀儡女 居た。　
十一世紀から十二世紀初頭にかけて、 「傀儡」 「傀儡子」 「傀儡女」
と史料にみえるのは、以上である 、十二世紀末まで、すなわち
平安時代に関しては、淀川の山崎・桂本・江口・神崎等は遊女、東海道・山陰道等の陸の宿駅にいるのは傀儡女と明確に区別されていたことは、史料的に ほぼ妥当である。後白河上皇は『梁塵秘抄口伝集』の叙述 おい 、明確に区別している。　　
斯くの如き上達部・殿上人は言はず、京の男女・所々の端者・雑仕・江口神崎の遊女 国々の傀儡子、上手は言はず、今様を謡ふ者の聞き及び我が付けて謡はぬ者 少なくやあらむ
***。
遊女は江口神崎、傀儡子は諸国とある。十二世紀末成立の『建久四年六百番歌合』には、 「遊女に寄せ 恋」十二首は、すべて水上、「傀儡に寄せる恋」はすべて陸上であり、間違いなく、水上と陸上の女性達の区別は明確になされていた 言う事ができる。　
ところで、 『更級日記』で作者たち帰京一行は、 足柄山の麓で「あ
そび」に出会った。　　
麓にやどりたるに、月もなく暗き夜の、闇にまどふやふなるに、遊女三人、いづくよりともなく出できたり。五十許なるひとり 二十許なる、十四五なるとあり。庵 まへにからかさをささせて、すへたり をのこども、火をともして見れば、昔、こはたといひけむが孫といふ
***。





た、寛平三年（八九一）十一月二十四日の賀茂臨時祭には、 「鴨明神に於いて奉幣走馬有り。勅使右兵衛督藤原高経、遊男二十人を率い上下社に参る」 『日本紀略』 ） 、と九世紀末には「遊男」が出てきており、この遊男は、歌舞を奉納するために選ばれ教習された若い官人たちだった
***。 「遊女」 はあそびと訓じられており、 「遊男」
も同様によばれてい と思われる。　『遊女記』には、 「倡女群をなして、扁舟に棹さして旅舶に着き、もて枕席を薦む」 とあり、 歌を謡い、 共寝もする芸能者である。 『傀儡子記』には、 「倡歌淫楽して もて妖媚を求む」と、謡と、共寝は同じである。 『今昔物語集』巻第十三第四十四話に 、 「遊女・傀儡等ノ歌女ヲ招キ詠ヒ遊ブ」 遊女と傀儡女は「歌女」と分類されている。京内の歌女につい は白拍子検討 際に 考察を加えた
が
***、 『梁塵秘抄口伝集』でも、今様を謡うのは同じであった。
本来は、陸上も水辺も「歌女」 「あそび」とよばれ 「遊女」と記していたものの、旅の無事を言祝ぐ傀儡子集団が陸の宿駅に多く定着するようになり 傀儡女が今様を謡うようになったため、陸上は「傀儡」 「傀儡子」 「傀儡 」 、水辺は 遊女」と漢字で区別され、呼ばれるよ ったのではなかろうか。まだ仮説の域でしかないが、今後とも検討したい課題である。　
いずれにしても、十一世紀以降十二世紀末までは、水辺と陸上









































監物清経、尾張へ下りしに、美乃国に宿たりしに、十二三にてありし時、目井に具して罷りたりしに、歌を聞きて 「めでたき声かな。如何にまれ、末徹らむずることよ」とて、やがて相具して京へ上りて、目井やがて一つ家にい ほしく て置きたりしに（ 『梁塵秘抄口伝集』 ）
乙前が十二三歳のこととあるので、永長元年（一〇九六）ないし承徳元年（一〇九七）に、監物清経が尾張国への下向途中で、美濃国青墓宿の傀儡女目井と出会い、その養女乙前の声がすばらしく、末はたいした事になるに違いな と考え やがて目井と乙前と一緒に上京し、目井に家を与えた 。監物清経は、源清経であり、西行法師の外祖父とされている
***。清経は、目井に他の
弟子も取らせ 今様を徹底的に伝授 せる。　　
清経、目井を語らひて、相具して年比棲み侍けり。歌のいみじさに、志無くなりにけれど猶在りけるが、近く寄るもわびしく覚えけれど、歌のいみじさに、得退かであ けるに、寝たるが余りむつかしくて、空寝をして後向きて寝たり。背中に目をたたきし睫毛の当たりしもおそろしきまでなりしかど、それを念じて、青墓 往く時はやがて具して行 、迎へに行て具て還りなど て、後 年老い は、食物給 て、尼にてこそ死ぬるまで扱ひ あ しか。 「近代 人、志無からむに、京なりとも行かじかし」 とこそ言ひけれ。 （ 『梁塵秘抄口伝集』 ）
清経は、上京して目井と同棲していたが、今様がすばらしく棄てがたかったので、情人としての愛情は無くなり、寝ていて背中に睫毛 当たるのも煩わしかったけれども、目井が故郷の青墓に帰る時は同行し、迎えにも行くなど 、年老いても「食物給ひ」
生活は保証し、尼になり、亡くなるまで世話をした。近頃の男性は、熱が冷めると京内だって行ってくれたりしないのに、清経はよくしてくれたものだ。これも乙前が後白河上皇に語った言葉である。目井も乙前も、京と青墓を往復してい 。目井は、清経の情人＝妾となり、京に長年住んでいても 「青墓の 」と人々から称されていたことも傀儡女 宿駅への定着が確認さ る。　
青墓のあこまろの母の和歌は、 「四三に疾く後れて、大曲の歌を
ばえ謡はざりしに、土佐守盛実が甲斐へ具て罷りたり に習ひたりし」 （ 『梁塵秘抄口伝集』 ）と語っている。四三とは、美濃国青墓の傀儡女師承系譜では、宮姫─小三─なびき─四三と継承される今様 継承者であり
***、盛実は四三から今様を伝授されていたの

















資賢・季兼など語らひ寄せても聞き、鏡の山のあこ丸、主殿寮にてありしかば、常に喚び聞き、神崎のかね、女院に候しかば、参りたるには申て謡はせて しを、 「あまりにては。時々はこれにても如何で聞かではあらむずるぞ」と夜交ぜ給ばむとて給しかば、あの御方へ参夜は、人を付けて暁帰るを喚び、我賜 る夜は、未だ明きより取り籠めて謡はせて聞き習ひて謡ふ歌もありき。 （ 『梁塵秘抄口伝集』 ）




道隆公孫水無瀬では「母官女阿古丸」とあり、 『公卿補任』では「母官仕女（半物阿古丸） 」 （建久二年尻付）とあ 。 「主殿寮」に出仕していた官女、詳しくは半物阿古丸と同じと考えて間違いなかろう。親信は、後白河法皇の側近で、 『梁塵秘抄口伝集』にも、仁安四年（一一六九）の第十二度 熊野詣でに同行し、両所の御前で一緒に寝て、長歌・古柳・今様・早歌等を奉納し、 「えもいはぬ麝香の香」を一緒に嗅いでいる。後白河法皇の今様教習の場で、主殿寮の半物だった傀儡女阿古丸と親信が出会ったの あろう。定輔（一一六五〜一二二七）は、親信二 八歳 時 誕生である貴族層男子は、十代後半から二十代前半に、正式な結婚をし同居するので、正式な妻は他に居たが、子どもが生まれなかったか、早世したため、阿古丸所生の定輔 一男として権大納言正二位まで昇ったものと考えられる。従来、遊女や傀儡女・白拍子 賤視されていなかったことの証として、公卿の母となったこ が指摘されている。また、 太政大臣実基 母が 「白拍子 （五条夜叉） 」 （ 『公卿補任』承久二年尻付）とあることから、正妻として遇されたともされる。しかし、実基 場合は、左大臣実房女を に持つ兄弟の実嗣が早世した結果だった
***。建暦三年（一二一三）五月、三


















十八日、殿下より御消息を以て仰せられて云わ 佐実刃傷さるる事、日ごろ誰人の所為か知らざるの間、昨日酉時ばかり、 皇后宮大進源仲正を召し問うところ、 すでに以て承状 伏カ）す。下手人等彼の従者 搦め取 おわんぬ。是れ互いに下女を愛 るの間、此の犯過を成すなり〈件の女は半物なり。皇后宮宣旨の曹局 者なり〉 。驚きながら書状をもって、佐実の許に告げおわんぬ。
　　
二十一日、盛重この間 尾張権守佐実を刃傷の犯人等を追捕するなり。よりてこの勧賞あり。大夫尉三人初例なり （中略） 。去月二十六日夜、佐実刃傷さるな 是れ皇后宮大進源仲正
の所為なり。よりて一日、左衛門弓場に下されおわんぬ。彼の人 郎等を尋ね所々を追捕するなり。 （ 『中右記』 ）
事件は四月二十六日に起こったが、五月十一日には被害者藤原佐実が摂政に訴え、 二 は、 「佐実犯人擬し申す。よりてその由を院に奏せしむ」 （ 『殿暦』 ）と忠実が白河上皇に訴えている。佐実は、嘉承二年（一一〇七）四月二十六日の忠通元服儀式 前駈になっており、摂関家の家司を兼ねていたのであろう。ゆえ院まで報告され、犯人探しが行われ、十八日には皇后宮大進源仲正の従者が下手人として捕まっている。佐実を刃傷した理由は、「互いに下女を愛する」故であり、この下女は、 「皇后宮宣旨」に仕えている半物だとある。皇后は、白河上皇の皇女令子内親王あり、鳥羽天皇の准母 して立后されている。宣旨は、立后の際に任命された女房三役の一人である
***。皇后宮大進源仲正は、職務
柄皇后宮に出入りしており、そこ 女房宣旨のもとで働いていた半物と愛情関係を持っていたのに、身分の高い佐実が横取りしようとしたのであろうか。いずれにしても、女房に仕える半物をめぐって貴族同士 刃傷事件まで起こっていた事がうか 。　
また、 『古今著聞集』二〇二段には、宇治入道殿（師実）に侍う











『遊女記』には、 「その豪家の侍女、上下の船に宿る者、これを湍繕と謂ひ、また出遊と称ふ。少分の贈を得て、一日の資と為せり」とあり、豪家に仕える侍女、すなわち や半物 雑色等が、遊女と同じく売春をして生活の資にしていることが描写されて る「出遊」は、 「娼家に属せぬ素人の売色のこと」と説明されている
***。
「いであそび」と称されており、 やはり「あそび」だったのである。遊女・傀儡 は、芸能 売春を業としていたが、女房や半物、雑色等も、出仕しつつ 同様な していたのである。けっして遊女や傀儡女だけが特別だったわけではなかっ 。　
第四の特徴は、永続的な配偶関係の妾になることである。傀儡
女が上京し、朝廷や貴族に出仕するこ は一般的だっ 。その過程で、目井と清経、阿古丸と親信のように 妾と 涯に渡っ
て生活を援助された傀儡女が登場する。ところが、 『公卿補任』や『尊卑分脈』で、母に「傀儡」 「傀儡子」 「傀儡女」と明記された事例はほとんどない。 『公卿補任』において、母に白拍子・舞女・遊女等と記されたものを検討すると、白拍子・舞女を母に持つ公卿が十一名いた
***。遊女は、従三位参議藤原（一条）信能の母「江
口遊君（慈氏） 」 （承久二年尻付） 、藤原（葉室）頼藤の 「遊君」（永仁二年尻付）の二名だけである。傀儡女はいない。白拍子は十二世紀中頃に男舞を舞うようになった芸能者で、京内にいた歌女等はその源流であった。後鳥羽上皇による水無瀬殿の宴では、江口・神崎等の遊女は郢曲、京からやってきた白拍子は舞、と確実に区別されていた。白拍子や 女が多いのは、京にいたため恒常的な配偶関係である妾になる機会 かっ のであろう。ただし、 『尊卑分脈』 は、母 橋本や池田宿等 東海道宿駅の遊女と注記された武士は多い。これは、後述するように、十三世紀には、傀儡女が遊女と称されるようになった結果であり、むしろ義朝の息子義平の母は橋本宿の傀儡女 範頼の母は の傀儡女と考えて間違いない。傀儡女は陸の宿駅におり、京と拠点を往来する武士層と恒常的性関係を持つ妾となっ のであろう。　
ただし、 『梁塵秘抄口伝集』には、 「歌謡ひのひめうし」 「このひ










傀儡とあるので、十二世紀〜十三世紀に詠まれた歌と思われる 、京から尾張国に任務でやって来た貴族層と語らっていた傀儡女は、相手が上京する別離に、 「死ぬばかり」苦しんでいるとの歌を詠 。もちろん歌の誇張であろうが、尾張国に滞在中に一定期間関係を継続していたのであろう。　
街道の傀儡女は、様々な要因で上京し、貴豪族層と交流し、和






















（あの山の神の昔の歌は、遊女の口に伝えられ、峰の猿の夕方の声は、旅人の心を悲しませる〈昔、青墓の宿場 遊 がこの山を越えた時、 山の神が老人の姿で現れ、 歌を教え 。 「足柄」という歌のことだ ） 。
青墓宿の「遊君」が足柄山を越えた説話が出来ていたのも興味深い。さらに、同日の記事である。　　
関下の宿を過ぐれば、宅を双ぶ 住民は、人 やど 主とし、窓にうたふ君女は、客 留めて夫とす。憐むべし、千年の契を旅宿一夜の夢に結び 生涯 たのみを往還諸人の望にかく。
　　






























右、偏に権門張行と号すの間、或いは馬 参籠の行人に宛て、鎌倉の女を送らしむ。或いは夫 修学の住僧に招き、蒲原の君を迎えしむ。啻だ傾城の送迎を愁う みに匪ら 傀儡に田畠を宛作せ を、止住の僧涙を流し 悲しむ。見聞き輩は控手し、笑うのみ。昔は殊に清浄の寺と為す。今は、変じて、汗穢の郷と作る。鬼神定めて祟るか。仏語あに妄や
***。
実相寺は駿河国富士郡岩本（現富士市） あり、富士川をはさんだ対岸に蒲原宿があり、そこから「君」を招き、送迎を せ、その上、傀儡 田畠を宛作させる、と訴えている。清浄であるべき寺内に傀儡女を招き、遊宴し、その傀儡女たちに領地 耕作を優先的にさせているのであろう。 「傀儡」の文言が使用されている。　
以上の二点の文永年間の傀儡史料が、ほぼ、街道傀儡女の登場
























りきたるが、斯く露違わぬ事の、物の筋あはれなる事」とて流涕するを、人々これを笑ひながら 皆涙を落とす。あこ丸腹立ちて、小大進が背中を強く打て、 「良かむなる 、また謡はれよ」と云ふ。皆人憎み合ひたり。 （ 『梁塵秘抄口伝集』 ）
今様という芸術を媒介に、今様 う傀儡女たちと隔てのない交流を行う。芸術に関しては権力者 の前でも遠慮無い愛憎劇を繰り広げることさえある。 「白河の居所は、 「上達部・殿上人は言はず、京の男女・所々の端者・雑仕・江口神崎の遊女・国々の傀儡子」の往来・交流 交感 〈場〉であった。そして 践祚・即位の後、親政・院政の時代を通じて、後白河の宮廷は、帝王と遊芸の徒との交錯 〈場〉 、したがって交通・情報ネットワークのサブセンターであり続け
た
***」 。しかし、 「鳥羽院崩れさせ給ひて、
物騒がしき事ありて、あさましき事出て来て、今様沙汰も無かりし」 （ 『愚管抄』 ）時代になってくる 仁安三年（一一六八）の傀
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